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現場に足を運び肌に感じたニーズに応えます！現場に足を運び肌に感じたニーズに応えます！

●めぐりんの停留所が新たに３か所設置されます。（大正小学校付近、菊屋橋、浅草雷門）
●子宮頸がん予防ワクチンの積極的勧奨が再開されます。（対象者、実施期間、実施方法は区ＨＰを）
●高齢者住宅（シルバーピア）が橋場一丁目に新規供給されます。
●無電柱化の計画を推進します（浅草一丁目、谷中三丁目）。
●国内観光需要の回復を目的に、福利厚生代行事業者の会員サイト等で台東区内の観光関連施設を
特集掲載するプロモーションを実施します。

●私立幼稚園入園料等補助金を６万円→１０万円に変更します。
●保育士や幼稚園教諭等の処遇改善を図る目的で、収入の３％程度を引き上げます。（約９千円）
●放課後子供教室が平成小学校で新規開設されます（１９校中１１校が開設）
●公衆喫煙所設置費等を助成する制度を開始します。
●がんと診断された方に対し、ウイッグや胸部補整具の購入費等の助成を開始します。

２月９日から48日間にわたって開催された第１回定例会は、「令和４年度一般会計予算」を含
む区長提出23議案のほか議員提出1議案を可決し、３月28日閉会する予定です。
２月17日には、「会派つなぐプロジェクト」を代表して、初となる代表質問を行い、区長に将来
の人口ビジョンについて、教育長に35人学級を含めた小学校の整備について提案・質問をおこ
ないました。（質問要旨は、裏面をご覧ください）
今後も現場に足を運び、肌に感じたニーズに応えてまいります。ご理解とご協力をお願い致
します。

令和４年　第一回定例会報告令和４年　第一回定例会報告

令和４年第１回定例会 代表質問

各委員会での報告内容の抜粋となります。 （詳細は、区のHPや広報たいとうをご確認ください）

人口は、区政運営を行う上で、大変重要な要因である。
国の「住民基本台帳人口移動報告」によると、令和３
年における東京23区の転出者は転入者を上回り、初め
て転出超過となった。
本区における住民基本台帳人口の増加数は、令和２

年から４年にかけて鈍化しており、また、働き盛り・子
育て世代の30代、40代の転出が増加している。
このようにコロナ禍で激変した環境下において、本
区の将来の人口ビジョンをどのように描くのか、区長
の所見を伺う。

〈区長答弁〉
区はこれまでも、推計人口が示す水準の維持・確保を
図るため、「台東区 人口ビジョン・総合戦略」に基づき、
子育てや まちづくり、産業など、活力ある地域社会の維
持・発展に資する施策を着実に実施して参りました。
今年度 実施した人口推計において、区の人口は、感
染症の影響を受けつつも今後も増加が続くことが見
込まれています。
一方で、議員ご指摘のとおり、子育て世代である30
代、40代の令和２年及び３年における転出数は、前年
より増加しています。
人口動態を踏まえ、将来人口を展望することは、区政運

営において大変重要であると認識をしています。本区が
将来にわたり区の活力を維持し、発展していくためには、
人口の年齢層や世帯構成などのバランスが重要です。
引き続き、子育てや まちづくりなどの施策を総合的 
かつ 着実に推進することにより、バランスのとれた人
口構成を確保して参りたいと考えています。

国は、学級編制の標
準を今後計画的に35
人に引き下げることと
している。さらに、2022
年からは、今までの学
級担当制から、中学校
と同様の教科担任制の
本格導入や学校におけ
る医療ケアの実施など
加質と量の両面でのリスクに加え、学区にマンションが
できたりして、急に子どもの数が増えているところも
あって、校舎が手狭になっている。例えば、蔵前小学校
なども旧小島小学校を分校として活用するなど臨時的
な対応も早急に検討が必要と考える。そこで、今後の人
口動向も踏まえ、35人学級への対応を含めた小学校の
教育環境の改善をどのように進めていくのか、教育長
の所見を伺う。

〈教育長答弁〉
昨年の法改正により学級編制の標準が順次引き下
げられ、令和７年度で、全学年が35人学級となる予定
でございます。
これに基づき、今後の人口推計等により、必要教室
数を算出し、現状の教室数では対応が難しい小学校に
つきましては、区域外就学や指定校変更の制限、特別
教室の転用等により教室を確保するなど、適切に対応
してまいります。
また、国の法律や台東区バリアフリー基本構想の趣
旨を踏まえて、誰もが支障なく学校生活を送ることが
できるよう、大規模改修等の機会を捉えて、対応を進
めてまいります。
教育委員会といたしましては、次世代を担う子供達

の健全な育成ができるよう、すべての児童・生徒にとっ
て安全安心な学校施設整備に取り組んでまいります。

①将来の人口ビジョンについて ②35人学級を含めた小学校の教育
　環境の改善について

「浅草バスケ祭」を開催!!
第5回浅草バスケ祭りを開催しました。
３×３の落合選手のクリニックも!!

こども園で「ボクササイズ」を開催!!
矢代ボクシングジムと一緒に子ども園
でボクササイズを開催しました。子ども
達の目が光っていました。

マルイと福祉コラボを開催!!
マルイと台東区内の福祉関連事業との
コラボで上野マルイの地下1階で催事を
開催しました。



令和４年度予算の概要
会計別予算の規模

10,000 円の使われ方（令和４年度一般会計当初予算額を１万円に換算して目的別に表したものです。）

一　　般　　会　　計

会　計　名 ４年度予算額

1,059億円 1,063億円 △4億円 △0.4%
国民健康保険事業会計 231億5,800万円 229億2,400万円 2億3,400万円 1.0%
後期高齢者医療会計 53億8,100万円 51億6,600万円 2億1,500万円 4.2%
介 護 保 険 会 計 176億3,600万円 175億5,400万円 8,200万円 0.5%
老人保健施設会計 1億5,380万円 1億6,300万円 △920万円 △5.6%
病 院 施 設 会 計 2億8,256万円 3億418万円 △2,162万円 △7.1%
合　　　　計

民　生　費

教　育　費

総　務　費

衛　生　費

土　木　費

産業経済費

文化観光費

そ　の　他

1,525億1,136万円 1,524億1,118万円 1億18万円 0.1%

３年度予算額 比　　較 増減率
（％）

主要事業の内容

BPR 等による
業務改善

いっとき保育

企業・人材育成支援

子育て短期支援

高齢者虐待等防止
など

経営相談

公民連携まちづくり
の推進
公衆喫煙所設置費
等助成

区有施設省電力型
照明整備

新型コロナウイルス
感染症対策

スポーツの祭典

がん患者支援

金曽木小・田原小・
幼稚園の大規模改修

6,317万円

2億8,591万円

4億503万円

5,724万円

5,207万円

4,431万円

3,958万円

1,777万円

1,320万円

787万円

766万円

514万円

211万円

生活保護
３，６８３円
(3,497円 )

２，２７９円
(2,373円 )

１，０９６円
(1,342円 )

９５１円
（891円）

６０５円
（558円）

３７６円
（348円）

１３６円
（138円）

８７４円
（8513円）

障害福祉サービス
高齢者自立支援用具給付
かがやき長寿ひろば入谷
金曾木小学校大規模改修／田原小学校・
田原幼稚園大規模改修
保育業務システム導入
上野広小路三橋遺構活用展示
スポーツの祭典
ＢＰＲ等による業務改善
行政データの利活用推進
公共施設等マネジメント
密集住宅市街地整備促進
患者発生時防疫措置
公衆喫煙所設置費等助成
プラスチック資源のリサイクル
住宅セーフティネットの推進
公民連携まちづくりの推進
公遊園補修工事
中小企業グループ地域力向上支援
経営相談

台東区コレクション展

ホテル旅館等誘客支援

区議会の運営、特別会計への繰出金、特別区債の償還にかかる費用

あおしかくにおのプロフィール
◆1968 年 8 月生  申年
萬隆寺幼稚園卒業
台東区立金竜小学校卒業
台東区立台東中学校卒業
東海大学付属高輪台高等学校卒業
東海大学工学部経営工学科卒業
株式会社  丸井 入社
2015年5月より台東区議会議員

◆過去の経歴など
台東区立金竜小学校顧問保護司
台東区立金竜幼稚園顧問
浅草芝崎町西町会青年部部長
西部 16ケ町連合会副会長
台東中学校同窓会副会長

所  属  委  員  会
●現 在
会派　つなぐプロジェクト  幹事長
区民文教委員会
交通対策・地区整備特別委員会（前委員長）
国民健康保険運営協議会
都市計画審議会　

あおしかくにお
連絡先

〒110-8615  つなぐプロジェクト 青鹿公男　東京都台東区東上野４－５－６　台東区役所７階
TEL：03-5246-1494（代表）　Mail：kunio-aoshika@ozzio.jp　Facebook：「青鹿公男」で検索してください。

無所属　会派：つなぐプロジェクト

高齢者や児童、障害のある
方、生活に困っている方へ
の給付にかかる費用

学校・保育園の整備・運営、
生涯学習の振興にかかる
費用

災害対策、区民館等の運営
にかかる費用

健康づくり、環境の保全、
清掃事業にかかる費用

まちづくりの推進、道路・
公園の整備にかかる費用

地域産業の振興、消費者保
護にかかる費用

文化・観光事業の振興に
かかる費用

（カッコ内）は、
令和3年度の予算額です。

RPAやＡＩーＯＣＲなどのシステムを活用して業務の充
実等を図り、区民サービス及び業務効率向上を目指す。

感染症流行の状況をふまえた虐待の未然・再発防止に
専門的な知見を活用する。

SDG’ｓの推進やデジタル化に対し、相談、女性支援、
アフターまでの一貫した支援を行う。

対象年齢を満１歳児を０歳児（生後６か月以上）まで
拡大する。

これからの時代にふさわしい教育環境を整備する。
（令和4年～5年度基本実施設計）

ショートステイ事業の対象年齢を18歳未満の児童まで
拡大する。
保護者の就労・疾病・育児疲れ・育児不安など児童の養
育や改善が求められる場合に児童を一時養育する制度。

相談体制の充実として、中小企業診断士に予約なしで
窓口相談や電話相談を可能にする。

民間と行政がパートナーシップを組んで取り組むまち
づくりの推進をする。

民間事業者に対し、公衆喫煙所の設置費及び維持管理
費を助成する。

区有施設に省電力型照明（LED）を短期・集中的に整備
する。

感染拡大防止の取組を継続する。

東京2020大会のレガシーを創出するため、スポーツ
イベントを開催する。

がんと診断された方に対し、ウイッグや胸部補製具を
必要とする方に購入費等の助成をする。


